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概要 Abstract： スプライトは落雷に伴って，高度40～90km(中間圏）で発生する大気発光

現象であり，1989年米国で偶然ビデオ撮影されてから，世界各地で盛んに観測された。日

本では，日本海沿岸や関東で多く観測されている。そこで本研究は，高知小津高校を幹事

校とする全国ＳＳＨコンソーシアムの一員として観測が少ない南九州上空におけるスプラ

イトの観測を2008年４月から行い，2010年３月までのデータを分析し，スプライト発生と

気象場との関連について考察した。
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１ 観測方法 Methods

観 測 装 置 は ，

動 き を き っ か け

に し て 保 存 す る

UFOCaptureと呼

ば れ る ソ フ ト ウ

ェア と 高 感 度 CC

D カ メ ラ ， バ ッ

ク ア ッ プ 電 源 を

用意した。 200 8

年 4 月 か ら 錦 江

湾 高 校 (北 緯 3 1

度 26分 44. 9秒，

東経 130度 30分 2

2.4秒 ,96m )の校

内 2カ所で， 200

8年 9月 か ら ， 種

子 島 方 向 ， 宮 崎

方向を観測した。

２. 観測結果：Results

(1) 発生日と発生数

観測されたスプライト数をFig.３に

示す。４月現在までに本校で観測した

総数はポイント１で36イベント，ポイ

ント２で10イベント，計46イベントで

スプライトの合計は160本である。

Fig.2 観測視野範囲

Fig.３ 2008年4月～2010年3月発生日・回数

(2) 発生したスプライトの形態

観測されたスプライトは Fig.４～７の様

な種類が観測され，それぞれの種類数を結

果Fig.８のようになり，2008年度に比べ20

09年度はキャロットスプライトが少ない結

果となった。

(3) スプライトの発光時間

スプライトの発光時間はFig.９のよ

うに平均発光時間は0.58m秒であった。

Fig.６ Elves

Fig.４ CarrrotSprites Fig.５ Halo

Fig.７ ColumnSprites

Fig.1 CCDカメラ



３ 考察 Discussion

(1) スプライトの発生場所と気象場

観測されたスプライトをUFOAnalyze

rV2というソフトを用いて解析し，発

生位置を推測した。このソフトはスプ

ライトの高度を70～80kmで発生してい

ると仮定して，恒星データからスプラ

イトの発生位置を求めている。

推定発生位置を場所別に分け，地図

上に示した（Fig.11）。図より，種子

島北部海上から屋久島南部にかけての

地域に多く発生している事が分かる。

また,2009年 11月 11日に宮崎の前田

氏 と の 同 時

観 測 に 成 功

した。（Fig.

７,Fig.12）

二 点 観 測 か

ら， Fig.1 1

の 70～ 80km

の 高 度 仮 定

の 妥 当 性 が

理解できた。

(2) スプライトの発生する気象場

起因する雷の種類を気象庁の天気図

や衛星画像 ３)を基に調べ，気象場を特

Fig.10 全スプライト観測場所

Fig.11 同時観測結果

Fig.9 スプライトの発光時間

定するとFig.12のようになった。

(1)の結果や Table １の比較から，暖流が

流れるポイントにある暖かな空気や低気

圧，前線の影響で背の高い積乱雲が発達

したところにスプライトが発生したと推

測できる。

４ Future Research Plans課題・問題点

年間を通してより多くの事象を観測

し，スプライトの発生条件の特定する。

高層の寒気の影響を考慮するために高

層天気図を利用した考察を進める。キ

ャプチャーソフトを利用した雷実況情

報，天気図の収集を行う。
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